
センノカミキリ

タラノキやハリギリの幹にもぐるイモムシ（幼虫）．最大長約50mm．幼虫は枯れた木にみられるが，枯れの直接の原因かどう

かは明らかではない。

【学名】 Acalolepta luxuriosa 

【分類】 コウチュウ目（Coleoptera），カミキリムシ科（Cerambycidae）

【分布】 北海道，本州，四国，九州．

【生態】

年１回発生．幼虫で越冬．春に蛹になる．成虫は６～８月に出現し，樹皮などを食べる．幼虫は小さなときは材表面あたりを食

べ，大きくなると材内に穿孔する．

【被害】

ハリギリ造林地の若い枯れ木での発生が記録されているが，枯れの原因かどうかははっきりしない．

1980年代に道南の栽培しているタラノキでカミキリムシの幼虫による穿孔被害が発生した例がある．種は正確に確認できていな

いが，センノカミキリの可能性がある．
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